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議案に対する各会派の賛否一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　派　名
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成24年6月26日現在）

議　案　名　　　　　　　　　　　　　　　
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政
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7人 5人 5人 4人 3人 3人 3人 2人

条
例
の
改
正

尾道市税条例の一部を改正する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
尾道市印鑑条例等の一部を改正する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
尾道市乳幼児等医療費助成条例の一部を改正する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
尾道市ひとり親家庭等医療費助成条例の一部を改正する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
尾道市汚水処理施設設置及び管理条例の一部を改正する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
芸予文化情報センター設置及び管理条例の一部を改正する条例案 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

補 

正 

予 

算

平成24年度尾道市一般会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成24年度尾道市港湾事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成24年度尾道市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○
平成24年度尾道市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成24年度尾道市介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成24年度尾道市救護施設事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成24年度尾道市特定環境保全公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成24年度尾道市渡船事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成24年度尾道市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
平成24年度尾道市病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

そ
の
他
の
議
案

市道路線の認定について（吉和269号線） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について（高規格救急自動車） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について（救助工作車） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について（（仮称）向島認定こども園調理室調理器具等一式）） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
新たに生じた土地の確認及び町の区域の変更（編入）について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
尾道市と広島県との間における公共下水道の汚泥の処理に関する
事務の事務委託について 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専
決
処
分
報
告

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて
（平成23年度尾道市一般会計補正予算） 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて
（平成23年度尾道市国民健康保険事業特別会計補正予算） 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて
（平成23年度尾道市公共下水道事業特別会計補正予算） 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて
（平成23年度尾道市介護保険事業特別会計補正予算） 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて
（平成23年度尾道市渡船事業特別会計補正予算） 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて
（平成23年度尾道市病院事業会計補正予算） 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて
（公立大学法人尾道市立大学が定める料金の上限の認可） 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて
（尾道市税条例及び尾道市都市計画税条例の一部を改正する条例） 承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分報告及びこれが承認を求めることについて
（尾道市地区計画区域内における建築物等の制限に関する条例の一
部を改正する条例）

承　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

人事 固定資産評価員の選任につき同意を求めることについて 同　意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願

国民健康保険料の値上げをしないよう求める請願 不採択 × × × × × × ○ ×
東日本大震災における放射能がれき受け入れに反対し被災地と被
災者、避難者支援の仕組みづくりをもとめる請願 不採択 × ○ × × × ○ ×

建
議
案

地方財政の充実・強化を求める意見書（案） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
再生可能エネルギーの導入促進に向けた環境整備を求める意見書（案） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎患者の救済に関する意見書（案） 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

（○は賛成、×は反対、空欄は態度保留）
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総務委員会 民生委員会

文教委員会 産業建設委員会

常任委員会での審査（委員長報告の抜粋）

　本委員会が付託を受けた４議案につきましては、
全会一致で可決すべきものと決定いたしました。
　審査の過程において、各委員から述べられた質
疑、意見、要望の主なものは次のとおりです。
　議案関連では、平成24年４月１日の各支所職員
数の前年度増減数、合併が完了した平成18年度と
今年度の職員全体及び各支所職員の減員率を比較
した場合各支所の減員率が多い理由、救助工作車
の型式・幅員・配置場所、尾道西消防署に救助工
作車を配置する理由、消防署職員の配置基準、救
助工作車の指名競争入札を多数の指名業者が辞退
した理由について質疑があり、理事者より、それ
ぞれ答弁がありました。
　議案以外では、福山のホテル火災後の査察実施
件数、査察実施後の対応と反応、消防力整備指針
に基づく尾道市消防局の職員数、鳥取県南部町と
災害協定を締結した理由、市民憲章の位置づけと
職員の認識度などについて質疑、意見、要望があ
り、理事者よりそれぞれ答弁がありました。

　本委員会が付託を受けた10議案につきましては、
全会一致で可決すべきものと決定いたしました。
　審査の過程において、各委員から述べられた質
疑、意見、要望の主なものは次のとおりです。
　議案関連では、現在の保育士数と必要な保育士
数、がん検診受診率向上重点市町に指定されるに
至った受診率の状況、住宅用太陽光発電システム
等普及促進事業補助金の増額補正を計上した理由
と申請件数について、国民健康保険料の引き上げ
を抑えるための措置について、住民基本台帳法の
一部改正の内容と外国人登録法の廃止について質
疑があり、理事者よりそれぞれ答弁がありました。
　議案以外では、大規模太陽光発電事業の計画と
着工並びに稼動時期、敬老優待乗車証交付の目的
と交付数、生活保護法の基準とケースワーカーの
人数、因島子育て支援センター移転の理由と移転
時期及び整備計画などについて質疑、意見、要望
があり、理事者よりそれぞれ答弁がありました。

　本委員会が付託を受けました２議案は、人事異
動等による人件費の増減が主たるもので、これら
は全会一致で可決。今回、本委員会に付託された
議案は少なく、議案外の所管部分で、全委員によ
る活発な質疑が行われました。
　議案関連では、山・海・島体験活動推進事業の
内容及び予算額、事業の実績やアンケートの集計
結果、心の元気を育てる地域支援事業の内容など。
　議案外では、高須幼稚園の３歳児受け入れ問題、
瀬戸田の学校統合を当初計画から変更した理由、
１中学校区１小学校に統合しようとする理由、通
学路の整備・安全確保・集団登校をしている学校
の現状把握、小中学校の防災教育と今後の方向性、
小中学校のミスト・シャワー設置状況、学力向上
総合対策事業、おのみち街かど文化館の活用方法、
美術館へ「かわぐちかいじ」記念室の設置、共同
調理場への政策転換をなどの質疑、意見、提案、
要望があり、それぞれ理事者より答弁がありまし
た。

　本委員会が付託を受けた９議案につきまして
は、全会一致で可決すべきものと決定いたしました。
審査の過程において、各委員から述べられた質疑、
意見、要望の主なものは次のとおりです。
　議案関連では、基盤整備測量設計等委託料の内
容、人口の減少、農業就業者数の減少も予測され
る中でのほ場整備の必要性、観光地域づくりプ
ラットホーム支援事業の内容、サイクリングロー
ドの公衆トイレの整備数、公共下水道の汚泥処理
の事務委託の今後の手続きなどについて、質疑が
あり、理事者よりそれぞれ答弁がありました。
　議案以外では、全国水軍まつりの内容、有害鳥
獣の駆除にかかる猟友会への助成策の拡大、県営
２号上屋活用の提案業者の選定状況、都市計画区
域の見直しの方針、メガソーラー誘致にかかる市
有地の賃貸手続き、観光パンフレットの電子ブック
化、高見小学校などの耐震改修工事の入札、海フェ
スタの来場者見込みなどについて、質疑、意見、
要望があり、理事者よりそれぞれ答弁がありました。


